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かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成
一､　　　　一指導計画の作成及び実践研究を通して-

1研究主題設定の理由(研究の歩みから)

昭和55年度から60年度まで

｢生き生きと動く子供を育てる教育課程の編成｣をテーマに取り組んできた｡教育課程編成

の柱として, ｢動き｣を位置付け,それを指導計画の内容に含めながら,子供と環境とのかか

わりを向上させ,生き生きと動く子供を育てることを目指してきた｡

成果としてば　子供たちの環境への捌き掛けの増大,活動意欲の向上等が見られた｡

課題としてば　子供の発達や状態像をとらえる際の,わたしたちの共通の視点が不足して

いることが挙げられた｡

昭和61年度から平成元年度まで

  ｢かかわり合いの豊かな子供をめざして｣という研究主題を設定して取り組んできた｡かか

わり合いの豊かさを｢意図性｣ ｢調整度｣ ｢協約性｣の3つの指標を通して見るとともに,か

かわり合いを支えるものとして｢身体｣ ｢情緒｣ ｢認知｣といった3つの基盤を置き,それを

手掛かりにしなから,かかわり合いを豊かにしていくための指導法を探っていった｡

･成果としてば　全教師が子供を理解する際の共通の視点を持てるようになった｡､また,千

一人一人の持つ｢できる｣力を｢する｣カ-と向かわせるための教師の在り方･状況の設

定の在り方といっf:･カ"かわり合いの豊かさ掴冒す~つのアプロ~チの方法を探｡出すこ
とができたo

課題としてばこの研究で得た指導方法を･どの子供にも生かしていけるような取り組み

へと発展させるとともに,指導計画の内容を,わたしたちの共通した見方を基に,より深く

掘り下げる必要性があることが挙げられた｡

そして,これまでの指導計画を｢かかわり合いの豊かな子供｣に視点を向けながら見直

し,作り上げる必要性がある,また,指導方法の研究を更に深化させていきたいといった

ことが教師の意識として浮かび上がってきた｡更に,一方で学習指導要領の改訂が行われ

たことにより,指導計画の内容を見直す必要性が高まってきた｡

以上のことを踏まえ,次のように研究主題を設定した｡

研究主題 かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成

上に示す研究主題の基,平成2年度より研究を進めているが,これまでの反省や学習指導要

領の改訂の趣旨,研究の視点など多角的な面から検討を加えていった｡平成2年度から平成3

年度にかけては　教育課程編成の留意点を導き出すとともに,生活単元学習の指導計画作成,

及び実践を通しての指導方法の研究を行った｡今回の学習指導要領の改訂の趣旨が,現在の教

育に望まれている人間の内面に根ざした教育の充実であるとすると,自我といったより人間の
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内面に視点を当てながら研究を進めていったことは憲義があったのではないかと考える｡平成

4年度からは,平成2年度からの研究の成果を継続しつつ,研究内容,方法等を寅に深めてい

きながら年間指導計画作成及び各学部においでの実践研究の充実を図っていった｡

2　研究の内容と方法

わたしたは, ｢かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成｣を4年計画で進めてき

た｡研究の経過に沿って,研究の内容･方法等について述べてみることにする｡

辛 ��ｺ(*�*�.ﾘ.畏x*(,ﾉdﾈ*�,育�ｹ�/�支,H.仆8支攣/h,ﾉ])�ﾊ8,ﾈｮ��(ﾊHｸb�

成 2 年 唸ｻ8支攣/bﾉ�hｧx�轌;�wi|ﾈ,ﾈﾊH�2�
･｢かかわり合いの豊かな子供を育てる｣ための理論研究 

･子供の実態把握と課題の明確化 

･現教育課程の全体構造の見直し 

度 微)�hｨ�%�ﾋ8ｧx�2�,ﾉD隴I%�ﾋ9Gｩ��ﾈｷ�-��ｧxｯｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯ﾞﾉ�ﾂ�

辛 ��ｹ|ﾈ暫霆8怦/�ﾘx.ﾘ+�+ﾘ轌;�,ﾉD隴H轌;�ﾇh柯ﾞﾉ�ﾂ�

成 唳�hｨ�%�ﾋ8ｧx�ﾈﾞﾈｼhｧx�ﾉ?ｨ�ﾙ�hｨ�,ﾈ轌;�ﾈｫHｦ��:�,ﾈ轌;��

3 年 ��ｹ�hｨ�%�ﾋ8ｧx�/�,ｨ+X,H,ﾈ���位Hｸb�

度 ��ｹ[ﾙ�ﾃID��ﾈ��ch��ﾏh､ｨﾊHｸh檍ﾊHｸhｴ冽i�c員yJﾘﾗ2�

平 ��ｹ|ﾈ司¥｢ﾈｻ8怏¥ｨ,ﾈ轌;�ﾊ(,�*�-ﾊ8,ﾈ鳧ｭH,ﾈ轌;�ﾇh柯ﾞﾉ�ﾂ�･各領域.教科別の指導の基本的な考え方 

成 唳D隴H轌;�ﾇh柯ﾞﾉ�ﾂ�

4 年 ��ｸ���位Hｸh,ﾉ�I���･各学部で中心に研究を進める領域,教科等の検討 

･実践研究の視点についての検討 

度 唸���茨hｼb�
○研究基調のまとめ 

辛 ��ｸ���位Hｸh,ﾉ�I�宙���茨hｼb��

成 唸ﾕｩ>�ﾊHｸh檍,ﾈ��邊�
5 年 ��ｸ轌;�ﾇh柯,ﾈﾊ�+ﾈ+Rﾈ�9�2�

皮 ��ｹ[ﾙ�ﾃiD�(ﾈ��cx��ﾏh､ｨﾊHｸh橙�

なお,研究組織は次のとおりである｡

*　拡大公開研究部会:三役,主轟,公開研究部員

*　共同研究委員会:大学誰師,拡大公開研究部会のメンバー

*　グループ会:領域別,教科別グループ会など
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3　教育課程編成に向けて

(1)学習指導要領の改訂を受けて

教育課程を編成するに当たっては,今回の学習指導要領の改訂の趣旨を十分踏まえるとと

もに,創意工夫を加え学校の特色を生かした教育課種を編成することが大切である｡今回の

学習指導要領の改訂においては,新しい学力観といった立場から,これからの社会において

主体的に生きていくために必要な資質を養う｡また,学校教育の現状や子供の実態等を考慮

し,豊かな心を持ち,たくましく生きる人間の育成を図ることが重要であると指摘している｡

そして,教育課程の基準の改善のねらいとして4つの桂が述べられているが,本校におい

ても当然4つの桂を踏まえて教育課程を編成しなければならない｡すなわち｢心豊かな人間

の育成｣ ｢基礎･基本の重視と個性を生かす教育の充実｣ ｢自己教育力の育成｣ ｢文化の伝

統の尊重と国際理解の推進｣を目指していかなければならない｡以下,本校の児童生徒の実

態を見るとき, 4つの桂をどのように受け止めていけばよいか,またどんなことが大切にな

ってくるか述べていきたい｡

【心､豊かな入間の育成】

教育活動を通して,児童生徒の発達段階や各教科等の特性に応じ豊かな心をもち,たく 

ましく生きる人間の育成を図ること｡ 

0　7つの事項を,一人一人の子供に応じて具現化していさながら育てていくこととする｡

学習指導要領では,学校教育の現状や子供の実態を考慮し,これからの社会において豊か

な心をもちたくましく生きる人間の育成を図るという観点から,自主的･自律的に生きる力

を育てることを目指している｡そして,学校教育で重視すべき事項として,次のように示し

ている｡

真理を求める心,感動する心　　･基本的な生活習慣,社会規範を守る態度

生命尊重の心,思いやる心　　　･　自律･自制の心,意志力,実践力

感動の心,尽くす心　　　　　　　･　自分の生き方に目を向ける態度

すこやかな滞神と身体

この7つの事項を持つことは,真理を求め,自然を愛し,美しいものに感動するなどの心

や,生命を尊重し他人を思いやる心を大切にして公共のために尽くす心,そうした心とそれ

らを実現していける身体を育てることがこれからの教育が目指すところであることを示すも

のである｡そして,わたしたちは,この7つの事項を育てることが,心､豊かな人間につなが

っていくものと考える｡

ところT,本校の子供たちの様子をみると,それぞれが純粋な心や索直な心,身の周りの

人や物に対して感動する気持ちを持ち合わせている｡また,困っている友達を見たとき,倭

しく助けたり,自分に任された仕事を最後まで頑張ろうとする様子が見られたりすることが

ある｡わたしたちは,そういった子供一人一人が持っている豊かな心を大切にしながら,例

えば　感動する対象を広げたり(感動する心) ,どんな人に対しても優しい心で接したり,

どんな仕事に対しても最後までやり通したり(意志力,実践力)といったように,豊かな心

をさらに育てていきたい｡そして,そのためには,子供たちが示している状態から,今子供
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たちに必要な知識,技能,態度は何かを考えるとともに,それぞれの子供たちに応じたIL､の

豊かさ,たくましさを求めていかなければならないと考える｡　　　　　　　-

【基礎･基本の重視と個性を生かす教育の充実】

国民として必要とされる基礎的.基本的な内容を重視し,個性を生かす教育を充実すると 

ともに,小学部から高等部までの各教科の内容の一貫性を図ることo 

○　子供のよりよい生活を目指すための基礎･基本,個性として考える｡

基礎的･基本的な内容は,それが児童生徒一人一人にしっかりと身に付き,その後の学習

や生活において生きて働くものとなってこそ意味がある｡また個性を生かす教育の充実とは,

一人一人の子供の個性をかけがえのないものとして積極的にとらえ,それをよりよい方向へ

と生かしていくことを目指すものである｡

ところで　本校の子供たちは,着替え,学習,金華,遊びといった日々を過ごす中で,衣

服の着脱の仕方,言語や数量に関すること,食誌の仕方や遊び方などを学び,身に付けてき

つつある｡しかし,一人一人の子供に目を向けてみるとまだ課題が残されている現状である｡

それらが解決されないままでいると,例えば,衣服の着脱をする際において他の人の援助を

必要としたり,外出しての食事や友達と一緒に遊ぶときに様々な困難に出会ったりすること

が予想される｡

このように,本校の子供たちにとっての基礎的,基本的な内容は,子供の生活そのものとの

関連性が強く,子供たちがこの先よりよく生きていくためには,ぜひとも身に付けていなけれ

ばならないと考える｡そして,わたしたちは,今まさにそこにいる子供にとって必要な基礎的･

壁本的な内容は何かを子供の生酒全体を見通しながらきめ細かに見つめ画していく必要性があ

ると考える｡

一方,本校の子供たちは,それぞれ個性を持ち合わせており,それを何らかの形で発揮しな

がら学校生活を過ごしている(ここでの個性は,他とは異なる,その人固有の性質･性格とし

てとらえることとする) ｡個性を発揮している姿は,一人一人の子供らしさを示すものであり

それをよりよく生かしていくことが,子供たちの生活を明るく,生き生きとしたものにしてい

くものと考える｡

なお,基礎･基本の重視と個性教育の推進との関係は,対立的にとらえられがちなところも

あるが,基礎的･基本的な内容を指導する過程を通して,また,基礎･基本を基盤にしてそれ

ぞれ個性を生かす教育の充実を目指すという形で考えていくことにする｡

【自己教育力の育成】

社会の変化に主体的に対応できる能力の育成や創造性の基礎を培うことを重視するととも 

近,自ら学ぶ憲欲を高めるようにすること｡ 

○　子供たちが学ぶことの楽しさを感C,学習への見通しを持つこととして考える｡

学校教育においては,生涯学習の基礎を培う観点から,自ら学ぶ意欲と主体的な学習の仕方

を身に付けることが大切である｡本校の子供たちにおいても同様のことは言えるR､,ここでは,
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子供たちの学習場面での様子と関連付けながら次のように考えていきたい｡

子供たちIi,学習場面において,自分の好きな活動,過去に体験した活動などにii,自分

から取り組んだり,取り組んでいるときにも楽しさや喜びに満ちた表情を見せたりする｡た

だ,一方において,学習-自分の意図が向かず,集中して取り組むことができなかったり学

習に取り組んでいる途中であきらめてしまったりすることがある｡その様子を見るとき,め

たしたちは　子供たち自身が,学習そのものに対して,つまらない,きついといった感情を

持ったり,何をどのように学習していけばよいかが分からなくなったりすることが',一つの

要因となり上に示すような状態を引き起こしているのではないかと考える｡

そのことを踏まえるとき,わたしたちは,子供たちに学習-の動機を適宜与えながら学ぶ

ことの楽しさを感じさせることが必要になってくると考える｡また,子供自身が学んでいく

過程において,子供にいろいろ試したり考えたりする機会を与えながら何を学習するのか,

どのように学習を進めていけばよいかといった見通しを持たせることも必要になってくると

考える｡

そのことば　子供たちに学習を終えての満足感,成就感を体得させるであろうし,ひいて

は,子供たちの自ら学ぶ意欲を促すとともに,主体的な学習の仕方を身に付けさせていくこ

とにつながっていくものと考える｡

【文化の伝統の尊重と国際理解の推進】

我が国の文化と伝統を尊重する態度の育戒を重視するとともに,世界の文化や歴史につい 

ての理解を深め,国際社会に生きる日本人としての資質を養うことo 

0　子供の身近なところに目を向けることを出発点として考える｡

国際化が進む中にあって, 21世紀に生きる日本人を育てるためには,これからの学校教育に

おいて,諸外国の人々の生活や文化を理解し尊重するとともに,我が国の文化と伝統を大切

にする態度の育成を重視していく必要隆がある｡ただ,本校の子供たちは,我が国の文化と

伝統がどんなものか,また国際社会に生きる日本人としての資質とは何かといったことに直

接的に目を向けることはほとんどない｡そのことを踏まえ,わたしたちは,身近な人との問

で互いの意図や気持ちを伝え合い,受け止め合う中で,信頼関係を築き対人関係を豊かにす

る,また体験的な活動を積み重ねることで,身の周りの人や物に感動する心を育てるといっ

た子供にとって身近なところ-目を向けることを,文化の伝統の尊重と国際理解の推進を考

えていく際の出発点として考えていきたい｡

以上,教育課程の改訂の趣旨である4つの桂について述べてきたが,これらは,相互に関

連しており,構造的にはこん然一体をなすものとしてとらえる必要がある｡したがって,各

項においてば　その内容が重なり合っているものが多いことを付け加えておきたい｡

まだ　精神薄弱養護学校における教育課種の改善として,早期教育の改善を図るための,

｢幼稚部教育要領の作戯｣ ,障害の多様化に応じるための｢児童生徒の心身の障害に応じた

指導の一層の充実｣ ,社会参加･自立の推進を図るための｢高等部における職業教育の充実｣

といった方針が出された｡

さらに,学校,家庭及び地域社会の教育の在り方を見直す中で,学校週5日制が導入され

ている｡すなわち,情報化,国際化.価値観の多様化など社会の変化が著しく進む中,子供

たちば　そういった社会の変化に対応してこれからの時代に生きていかなければならない｡
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また,学校にいるときだけでなく,生涯にわたって自ら学習の機会をとらえて学び続けなけ

ればならない｡それらのことを踏まえるとき,学校週5日制が必要になってきたのである｡

わたしたちは, 4つの柱とともに,精神薄弱養護学校における改善点,学校週5日制など

も念頭に置きながら,教育課程の編戒を行っていくことにした｡

(2)子供の実態

教育課程は,学校数育目標の達成を目指して編成されるものであり,学校数育目標を設定

する際には,子供の実態を十分考慮しなければならない｡そこで　本校の教育目標を設定す

るに当たって,次のような実態を考慮していった｡

表1　知能指数段階別児童生徒数
性＼学部 傅ﾈｧy72�劔剞¥学部 劔高等部 劔合計 

別＼学年 ��D��2年 �9D��4年 添D��6年 偬��1年 �)D��･3年 偬��1年 �)D��3年 佗b�

測定困難 �� ��� ��� �"�1 ��1 �"�2 ���1 釘�8 

21-30 �� �� ��1 ���1 �"�1 釘�3 釘�4 免ﾂ�16 

31-40 �"�I 白�1 ���1 途�3 �"�2 途�2 釘�1 途�21 

41-50 ���2 白�2 �"�I 湯� ��I ���1 ��4 迭�15 

51-60 �� ��� �� 白�1 ��� �"�2 ��� �2�6 

61-70 ��� �� �� ��� ��� ��� �� ���2 

71以上 �� �� �� ��� �� ��� �� ���0 

合計 釘�3 釘�3 釘�3 �#��6 澱�5 ��r�10 ����10 �3��68 

表2　障害の原因
項学部 傅ﾈｧyYB�劔剞¥学部 劔･高等部 劔合計 

.目＼単年 ��D��2年 �9D��4年 添D��6年 偬��1年 �)D��3年 偬��1年 �)D��3年 偬��

単純性 �� �� �� ��� �� ��� �� ���0 

染色体以上 (ダウン症候醇) �"�1 �"�1 ���1 唐�1 ��I �"�2 �"�1 迭�15 

胎生時陸曹 �� �� �� ���4 �� 釘�3 ��� 釘�8 

出生時障害 �� �� �� ��� ��� 白� �"�1 �2�4 

出産後障害 �� 白� ��� �"� ���I �"� ��4 釘�8 

.脳性まひ �� �� �� ��� �� ��� �� ���0 

原因不明 �"�2 ���2 �"�2 免ﾂ�1 釘�3 唐�5 迭�4 ��B�33 

自閉児(再掲) 白�1 ��2 白�2 �"�1 �"�3 澱� 釘� 釘�17 

合計 釘�3 釘�3 釘�3 �#��6 澱�5 ��r�10 ��ｳ��10 �3��68 

表3　高等部卒業生の進路状況

余輩∴義 假i-倡ｹ�ﾒ�更生施設 俘ｸｸ8詹6�*"�就職 傴i]"�責十 偸�ﾊ�*ﾙ[ﾓ"絣��-ﾈ,X,ﾉz95ﾙ�Y9鋳�

昭58年 ���� 茶����1 茶R迭�(2)2 湯� 價險ﾙ^9N��

59年 ���� 茶��� 茶ｓ��(2)2 ���� 凛9�R��停粐粐靱��h郢�ﾘ-b�K(ﾋｃ"��

60年 釘�(1) �� 茶�釘�(2) 釘�･離職(1) 

61年 湯�亘) 茶���� ���(3)3 迭�:饗鶴城(3) 

62年 ����(2) 茶"�2� 茶R澱� 湯�･在学中更生施設へ(2) 

63年 牝��(3)2 茶���1 茶2釘�(2)2 湯�･在学中更生施設-(1) 

平元年 ����3 ��1 釘� 唐�:籠韻纂 �'｣へ(1) 凡へ(1) 

(表1から3は平成2年6月現在のものである｡ )

これらの表からも分かるように,本校は障害の程度においては,申度の子供が多いものの

I Q測定困難の子供から, I Q60を越える子供までとかなり能力差の大きいことが分かる｡ま

た,障害の原因もダウン症候醇や自閉児を中心､に多様であり卒業後の進路状況も様々である｡

本校においでは,教育実践研究のために障害の程度,障害の種類等を考慮して入学選考を行

っているため,今後もこのような発達差の大きい子供,及び様々な障害種の子供が在籍する

ことが予想される｡
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このように,かなりの発達差の大きい子供たちが在籍していることから,学校の教育目標

を設定するに当たっては,重度の子供から比較的軽い子供まで包含するような弾力的内容,

長期的展望を考慮する必要性があると考える｡

(3)本校の教育目藻

学校の教育目標を設定するに当たっては,教育課程の改訂の4つの柱を踏まえるとともに

子供の実態や親の願い等を考慮していった｡小学部,申学部,高等部の12年間の一貫教育を行

うという立場から,一人一人の発達段階を的確にとらえ,個に応じた指導内容や方法を充実

させていく｡また,一人一人の子供のもつ発達の可能性を最大限に伸ばしていくとともに秦

庭生活や社会生活に自立できる児童生徒を育成することを目指していこうという,いわゆる

方向目標の形で表した｡

小学部,中学部,高等部の学部目標は,上記のような立場で設定する本校の教育目標を達

成するための具体的な指標となるようにした｡その際,各学部の教育目標は　子供の実態や

各学部の位置付け等を考慮し,系統性や一貫性を図って設定した｡各学部の位置付けQ*,以

下のように考えていくこととする｡

･小学部は　人が一生を通して成長,発達し,豊かな個性を発揮していくための基礎を培う

　とともに,社会の一員として必要とされる基礎的な資質を養っていく段階とする｡

･中学部は　心身共に大きく変容する時期であり,自立した生活を送るための塞盤となる健

康で安全な生活を確立し,体力の向上,集団生活や社会生活に必要な知識や態度の向上を促

していく段階とする｡

高等部は,家庭生活や職業生活に必用な基礎的,基本的な事柄や勤労を重んずる態度を身

に付け,自分の生き方についての関心を持たせていく段階とする｡

【学校教育目標】

個々の発達段階を的確にとらえ,特性等を最大限に伸ばし,人間性豊かで,家庭生活や社 

会生活に可能な限り自立できる児童生徒を育成する○ 

心身の調和的な発達を図るとともに,家庭生活や職業生活に必要な基礎的.基本的な事柄 

や勤労を重んずる態度を身に付けさせ,社会生活によりよく参加し,自立できる生徒を育成 

する｡ 

ii

【申学部数育目標】

小学部で培われた基礎的.基本的な能力や態度を一層伸ばすとともに,心身ともに鍵康で 

たくましく,集団生活に進んで参加し,駒くことに対する基礎的.基本的な態度を身に付け 

た生徒を育成する｡ 

晴
【小学部数育目標】

心身の調和的な発達を図りながら,健康で明るく,日常生活に必要な基礎的,基本的な生 

活習慣や知識,技能,態度を身に付けた児童を育成する｡ 
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4　かかわり合いの豊かな子供について

(I)かかわり合いとは

わたしたちは,前項で述べたように今回の学習指馨要領の改訂や子供の実態等を踏まえる

ともに,本校の教育目標の達成を目指して教育課程を編成することは言うまでもないが,そ

の際においては,子供たちの｢かかわり合いを豊かにする｣ということに目を向けながら考

えていくことにした｡

すなわち,わたしたちは,昭和61年度から｢かかわり合いの豊かな子供をめざして｣という

研究主題のもと,その時々の子供のかかわり合いの豊かさを見るとともに,その指導方法を

探ってきた｡その中で,わたしたちは,子供たちが生涯を通して外界とのかかわり合いの中

で生きていくであろうし,自分の周りの人や物とのかかわり合いを通して,先に述べた基本

的な生活習慣,憲意力,実践力,思いやる心などが育っていくであろうことが分かった｡

そして,それは今回の学習指導要領の改訂にある,心､豊かな人間を目指すことと同一方向

にあると言えるのではないかと考えた｡

なお, ｢かかわり合い｣については,これまでの研究を踏まえ,次のようにとらえること

にする｡

かかわり合いとは,人が何らかの意図をもって,外界(人や物等の環境)に鋤きかけ,ま 

た,外界からの鋤きかけに対して,意図的に何らかの行動をすることo 

(2)かかわり合いに関する実態

ある子供は,休み時間において,友達が使っている遊具で遊びたいと思い,友達にその遊

具を貸して欲しいという気持ちを何とかして伝えようとするが,うまくいかずにそこらをう

ろうろしている｡また,ある子供たちは,友達同士で野球をしようと集まったが,どちらの

チームに入るかでもめてしまい,なかなか野球が始められないでいる｡それぞれの子供たち

が,かかわり合いを持とうとしているのであるが,何かが原因となり,かかわり合いがスムー

ズに展開していないのである｡原因としては,いろいろ考えられるであろうが,例えば,自

分では言ったっもりが友達にうまく伝わらなかった,それぞれの子供たちが,好きな友達と

同じチームに入りたいと主張してしまい,うまく二つのチームに分かれることができなかっ

たといったことが推測されるであろう｡

学習場面においても,例えば,自分の憲鬼等をうまく発表することができずに苦しんでい

る子供,みんなと一緒に活動したいという気持ちは持っているのに,自分からその場に入る

ことができずに一人離れている子供など,かかわり合いがスムーズに展開していない様子を

見ることがある｡原因としては,学習場面で緊張したのか自分の憲鬼をうまく伝えられなか

った,友達が｢一緒にしよう｣と言ってくれるのではないかと思った｡また自分から｢一緒

に入れて｣と言うきっかけをなくしてしまったといったことが推測されるであろう｡

このようにかかわり合いの様子を見ていくとき,わたしたちは,子供たちが自分の力を十

分に発揮できないでいる,また,お互いに相手のことを考えてあげながらかかわることや,
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場面に応じて適切にかかわることが十分にできないでいるといった.かかわり合いに関する

課題を兄い出すことができる｡そして,このことば　わたしたちが実施した標準検査の結果

からも同様のことが言えるのである｡わたしたちは,かかわり合いに関する実施を把握する

ために, S -M社会生活能力検査,津守式乳幼児精神発達検査を行い,領域別の比較をしな

から見てみた｡下の表は　それぞれの領域による児童生徒の発達年齢を便宜上, 2歳以下,

3歳から4歳台, 5歳から6歳台, 7歳以上の4つに分け,それぞれに占める割合を学部別

したものである｡

表4　S-M社会生活能力検査

[小　学　部]

身辺自立

移　動

作　業

自己統制

意志交換

集団参加

躍

身辺自立

移　動

作　業

自己統制

意志交換

集団参加

0 l0　20　30　40　50　60　70　80　90100

(%)

[中　学　部]

0 10　20　30　40　50　60　70　80　90100

[高　等　部]

身辺自立

移　動

作　業

自己統制

意志交換

集団参加

0 10　20　30　40　50　60　70　80　90100

(%)

図0-2歳　圏3-4歳

圏5-6歳　圏7歳以上

表5　達守式乳幼児構柏発達検査

[小　学　部]

0 l0　20　30　40　50　60　70　80　90100

(%)

[中　学　部]

生活習慣

連　　動

~≡~　　　　三五

日　　　　　　piコ

探索操作

社　　会

生活習慣

運　　動

~≡"　　　三五

l二つ　　　　　　りエコ

探索操作

社　　会
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0　10　20　30　40　50　60　70　80　90100

(%)

[高　等　部]

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90100

(%)

BZZZI0-2歳　図3-4歳

圏5-6歳　圏7歳以上



両検査結果を見てみると,全体的に, ｢意志交換｣ ｢言語｣, ｢集団参加｣ ｢社会｣とい

った項目が低い｡このことは,言語そのものの発達が十分に促されていない,表出言語はあ

っても,それをうまく使って相手に自分の意志や気持ちを伝えられないでいる｡また,何人

かで一緒に遊んだり,学習したりする際において,自分から参加することができない｡自分

の周りの人のことを考えながら,うまくかかわることができないでいるといった子供たちの

様子を示しているものと考える｡具体的な下位項目を見ても, ｢友達に貸してと言う｣ (意

志交換) , ｢自分から友達と一緒に遊ぶ｣ (集団参加) , ｢友達同士,役割を交代しながら

仲良く遊ぶ｣ (社会)といった項目につまずきが見られるのである｡

小学部においてば　他の学部に比べて｢自己統制｣の項目が低いが,これはかかわり合い

を展開していく際において,相手のことやその場面のことを考えるより,自分の欲求や気持

ちが優先していることを示しているものと言える｡

以上のように,標準検査の結果は,先に述べた子供たちのかかわり合いの様子から兄い出

せる課題との関連性を示すものであり,わたしたちのこれからの指導の在り方に何らかの示

唆を与えるものと考える｡

(3)かかわり合いの豊かな子供とは

先に述べたようなかかわり合いに関する実態を踏まえるとき,わたしたちは,例えば　子

供たちが,学習場面において自分の意見をうまく発表したり,みんなと一緒に集団での活動

に取り組んだり,まだ　休み時間に,友達と一緒に役割を分担するなどして仲良く遊んだり

といったように,かかわり合いが豊かになって欲しいと願うものである｡それは,子供たち

が,自分の力を発揮し,またお互いに相手のことやその場面を考えながら適切にかかわりを

展開しているのであり,わたしたちは,子供たちがこのようなかかわり合いを繰り返し実現

していくことが,目指す子供像である｢かかわり合いの豊かな子供｣につながっていくと考

えてみた｡

そして, ｢かかわり合いの豊かな子供｣を次のようにとらえることにした｡

かかわり合いの豊かな子供とは,自分の特性等を最大限に生かし,いろいろな人や物と状 

況に応じたかかわりを展開できる子供 

なお,ここでの｢自分の特性等を最大限に生かす｣とは,子供たちが持ち合わせている能

九　適正,興味･関心,性格等(なお,ここでは進路や学習経験などそれ以外の事情も併せ

｢特性等｣と使う)その個が持ち合わせているものをかけがえのないものとしてとらえ,そ

れを十分に星かしながらいろいろな人や物にかかわり合っていけるようにしていくことを意

味するものである｡また｢状況に応じたかかわり｣とは,自分自身と環境との関係の中でう

まく自分白身を調整しながら,かかわりを展開できるようにしていくことを意味するもので

ある｡そして,かかわり合いの豊かな子供を育てていくことは,いろいろな状況に出会って

ら,自分の持ち合わせているものを十分に牛かすことができ,その状況を的確に判断しなが

らかかわっていけるように子供たちを促していくものと考える｡
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5　かかわり合いの豊かな子供を育てるために

(1)自我とかかわり合いの豊かさについて

ゎたしたちは例えば休み時間,学級の中では先生や友達と一緒に自分の気持ちなどを

伝え合いながらよくしゃべったり,授業中においても,自分から積極的に発表したりする子

供が,全体の前(全校児童生徒)で発表する場面になると,緊張してしまい下を向いたり,

声が出なかったりするなど苦しんでいる様子をかいま見ることがある｡

わたしたちは,例えば　その子供が全体の前で発表するときみんなが見ていることに恥ず

かしい思いを感C,緊張したり,声が出なかったりしたのではないかと推測できる｡たit',

一方T,その子供の休み時間での友達との会話,授業時間での発表の様子を見ると,全体の

前でも頑張って発表することができそうに思えるのに,うまくいかないのはなぜだろうか｡

言い換えるならば｢できる｣力はありそうなのに, ｢する｣カ-と自分自身を向けることが

できずに苦しんでいるのはなぜだろうかという疑問を持っのである｡

わたしたちは,その手操が全体の前での発表になると,うまく自分の力を出しきることが

できないのはなぜなのか,その子供の能力,性格等とは違った何かが,子供をその方向に向

かわせているととらえた｡そして,それが｢自我｣であるのではないかと考えた｡

自我については,様々な考え方があるが,次のように定義することにする｡

自我とは 個々の心理的要因を統合して体系的な勧きをさせるもの

ここでの心理的要因とは,その個の能力,性格(内的要因) ,周りの人的･物的環境(外

的要因)等を総称したものを愚昧するものとする｡例えば　前述した子供の例で述べれば

能力(発表する力) ,性格(みんなとしゃべるなど明るい) ,周りの人的環境(全校児童生

徳)を意味するものととらえる｡

また,心理的要因を統合して体系的な鋤きをさせるとは　その個を取り巻く内的要因,外

的要因等をとりまとめていきながら,それを統一した方向へと向かわせていることを意味す

るものと考えていきたい｡

わたしたちは,先に述べた子供が,全体の前で発表する場面において,自分自身を取り巻

くものをうまくとりまとめていき,自分の力を精一杯発揮しながら発表できるようになって

ほしいと願うものである｡そして,そのためには, ｢する｣力-と向かわせている｢自我｣

に視点を向けるとともに,自我の発達を図っていくことが大切になってくるのではないかと

自我といったより人間の内面性に目を向けていきながらかかわり合いの豊か
H*鎚*ｸ.h-8*ﾘ+�,h,��

く,豊かな感性や社会 

回の学習指導要領の 

と考える○ 

考える｡また,

これまでの知識や技能を共通的に身に付けることを重視した教育でな

並びに子供が自ら判断し行動できる資質や能力を育成するといった,

改訂にある新しい学力観と合い適ずるものが多分にあるのではないか
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"

　

L

L

 

i

 

h

d



(2)自我の発達について(自我関与.自己の意識化に視点を向けて)

わたしたちは,自我の発達について考えていく際において,藤原(1977)がB'べている6つ

の自我の鋤きのうち, 2つの側面に目を向けてみた｡一つは特性等を十分に生かしながら人

や物にかかわり合っていくことと関連性のある, ｢環境の様々な事象に対して自発的,積極

的なかかわりをもつ｣という鋤き,もう一つは環境との関係において自分自身を調整しなが

らかかわりを展開できることと関連性のある, ｢様々な行動を自分自身のものとして意識体

験の中に収め,それを整理して統制する｣といった鋤きである｡

そして,わたしたちは,以下,かかわり合いが豊かになっていく過程を,ある子供同士の

かかわり合いの具体例を挙げるとともに,上に述べた自我の働き(環境のさまざまな事象に

対して自発的,積極的なかかわりをもつ) ･･･① (様々な行動を自分自身のものとして意識体

験の中に収め,それを整理し統制する) -②の面から見ていくことにいした｡

なお,ここでは,かかわり合いの豊かさの変容を, AちゃんとBちゃんが一緒にままごと

遊びを楽しむようになっていく過種の車で見ていくことにした｡ここでのAちゃんとBちゃ

んの想定は, Aちゃんが砂場でままごと遊びを楽しんでいて,側にBちゃんがいたとする｡

また, Aちゃんは,社交的で自分からよく話したりかかわったりする子供であり, Bちゃん

は内向的で自分から積極的にかかわろうとしない子供であるとする｡なお,ここではBちゃ

んの自我の働きに目を向けてみることにした｡

潔 Aちゃんが　Bちゃんに｢一端にままごと遊びをしよう｣と言葉掛けをする｡

l
(Bちゃんは, Aちゃんの言薬掛けに対して,関心を示さず) ･･･①

(Bちゃんは,自分で遊んだ方がいいやと感じている) ････････････@

潔 Bちゃんは, Aちゃんと一緒に遊ぼうとしない｡

l

※その様子を見ていた教師が, Bちゃんに｢Aちゃんと遊んでみたら｣と

言葉掛けをする｡そして閏に入り,遊び方を教えるなどして一緒に遊ぶ｡

(Bちゃんは,一緒に遊ぶ中で

たのしいな,おもしろいなあと感じる) ･･･①
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このように,子供同士のかかわり合いが,変容していったわけであるが,それを,先に述べた

自我の働きと関連付けながら分析してみるとき,わたしたちは, ①の分析にあるように,その瞬

間における欲求,また自分の気持ち等を墓にしながら,自分にとって関心のあること(Bちゃん

からの言葉掛け,教師とのままごと遊びなど)に対して反応している側面と, ②の分析にあるよ

うに自分の周りの人からのかかわり(Bちゃんからの言葉掛け,ままごと遊び)を自分自身の中

で受け止めながら,様々なことに気付いている側面があるのではないかと考えた｡

そして, ①に見られるような側面を｢自我関与｣ , ②に見られるような側面を｢自己の意識化｣

ととらえ自我の発達を見ていくとともに,自我関与,自己の意識化を促すことが,かかわり合い

の豊かな子供を育てていくことにつながっていくのではないかと考えた｡なお,自我関与, ､自己

の意識化をとらえるに当たってば　藤原(1977)や梶田(1988)らの考え(荘1)を参考にすると

ともに先に述べたかかわり合いが豊かになっていく過程を踏まえ,一応次のようにとらえること

にした｡

自我関与とは

自己の意識化

とは

個人が自分にとって重大な関Jt)のあることに対して,～しようという気持 

ちを基に情緒的反応をしている状態 

個人が他者の存在,また他者とのやりとりを通して,自分-の気付きを持 

つこと,及びそれを基にした他者へのかかわり方の気付きの状態 

それでは,次に自我関与,自己の憲識化が促されることをどのように見ていけばよいか,先に

述べた具体例と関連付けながら考えてみることにする｡最初, Bちゃんは　Aちゃんからの｢一

緒にままごと遊びをしよう｣という言葉掛けに対して関心を示すことはなく, BちゃんはAちゃ

んと一緒にままごと遊びをしなかった｡このときには　BちゃんはAちゃんのことをどんな人だ

ろうかと思っていたであろうし, Aちゃんと一緒に遊ぶことができるだろうかと感じていたはず

である｡それより自分一人で遊んだ方がいいやと感じていたのではないだろうか｡

(注1) *藤原｢自我関与とは　個人にとって重大な関心のある事象や事態に対して,その個人がかかわ

りを持ち･反応的状態を示すことであると述べているo｣

田｢自己憲誠とは自らの身体的摘性･社会的な関係や役割,所有するものや所属すると

ろなどをめぐる気付きやイメ~ジであると述べているo｣

- 13　-



そのBちゃんの様子を見ていた教師は, BちゃんがAちゃんと一緒に遊ぶようになればい'

いのにと思ったのであろう｡教師は, Bちゃんに言葉掛けをしたり,遊び方を教えたりする

などして一緒に遊ぶのである｡ Bちゃんは,一緒にままごと遊びを通してかかわる中で,楽

しいなあ,おもしろいなあといった気持ちの高まりになり,そのことがAちゃんへのかかわ

りをより積極的なものにしていったのである(Aちゃんとままごと遊びを始める)

そして, Aちゃんと一緒にままごと遊びをしていく中で,次第にAちゃんとのままごと遊

びが楽しいものになっていったのである｡その過程においては, Bちゃんの中にAちゃんと

遊ぶことができるんだ, Aちゃんとこんなふうに遊べばいいんだといったような気付きが芽

生えていったことが, Aちゃんとのままごと遊びを楽しいものにしていったのではないかと

考える｡

このようにBちゃんとAちゃんのかかわり合いが豊かになっていく過程を見るとS, Bち

ゃんの自我関与がままごと遊びを通す中で,楽しさ,喜びに満ちたものになるなど適度な状

態になっていったことが,かかわり合いを豊かにしていった｡ (自我関与が促された)また,

Bちゃんの自己の憲識化がAちゃんとのままごと遊びを通す申T, Aちゃんと遊ぶことがで

きるんだ, Aちゃんとこんなふうに遊べばいいんだといったように変容したことが,お互い

のことを分かり合えるものへとしていき,かかわり合いを豊かにしていったととらえていき

たい｡ (自己の憲識化が促された)

以上,自我の発達を自我関与,自己の意識化に視点を向けながら考えてきたが,自我関与,

自己の憲識化が促されていく過程においては,お互いが相互に影響を及ぼし合っており,ま

た関連し合っている面があることを付け加えておきたい｡

6　教育課程編成の実際

(1)教育課程編成の留意点

かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程を編成するに当たっては,自我関与,自己の

憲識化を促すことが大切であること,また今回の学習指導要領の改訂を十分に踏まえていな

ければならないことはいうまでもない｡そこで,わたしたちは,そのことを念頭に置きなが

ら,次のような内容,方法に留意しなから,教育課程を編成していくことにした｡以下その

ことについて述べていくことにする｡

○子供一人一人が満足感,成就感を体得できるように,子供の欲求体系や興味.関心に遵 

づいた内容,方法を考慮するo 

先に述べたように,子供たちの自我関与を喜び,楽しさに満ちたものにすることが,自我

関与を促すと考えるとき,わたしたちは,子供たち一人一人に喜び,楽しさといったものを

味わわせるような内容,方法等を考慮しなければならない｡

例えば　ふだん先生の話を聞いたり,文字や数字に関する勉強をしたりするときには,宿

かなか憲図が向かず,ぼんやりとしていたり,よそ見をしていたりする子供が,友達と一緒

にダンボールを使って家を作る活動になると,自分から進んで取り組みその表情は喜び楽し

さに満ちあふれ,満足感一杯に取り組んでいる様子を見ることがある｡

なぜ,この子供は,ダンボ-ルを使った活動になると,そういった姿を見せるのだろうか｡

わたしたちは,その子供がダンボ-ルを使っての活動が好きである,さらに言うならば,ダ

ンボ-ルおよびダンボ-ルを使った活動に興味･関心をもっていたからではないかと考えて

みた｡塚田によると興味とは, ｢何らかの欲求(要求)に支えられ,一定の対象や行動と結

び付く,自発的,積極的,選択的な関心であり,態度である｣と述べてある｡まさにこの子
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供はダンボ-ル及びダンボ-ルを使った活動に対して,自分でやってみようとか,文字や数

字に関する勉強よりおもしろそうだといった自発的,積極的,選択的な関心を持っていたの

ではないか｡また,その取り組みの態度も,自発的,積極的なものであると言えダンボ-ル

及びダンボ-ルを使った活動に興味を持ちながら取り組んでいたと推測できる｡

わたしたちは,それとともに,先に述べた興味のとらえ方の中にあった, ｢興味は何らか

の欲求(要求)に支えられている｣というところに注目してみた｡欲求とは,一般に｢行動

を引き起こす原動力となる力｣と言われるが,その力が支えとなって興味･関心､は生み出さ

れているのであり,子供一人一人の欲求がどんな状態であるかを探る必要性があるのではな

いかと考える｡そして,子供一人一人に応じて欲求を充足させ,喜び,楽しさを感じさせる

ことが,次の欲求を絶えず生み出すであろうし,子供一人一人の自我関与を促していくこと

になると考える｡

0五感や体全体を使つての彊接的体験や自分を表現できるような体験の場が得られるよう 

な内容,方法を考慮していくo 

わたしたちは,直接体験を重視した学習活動や,自分を表現できるような体験の場といっ

たものが,自我関与,自己の意識化を促す上において意味があると考えるが,以下そのこと

について述べていきたい｡

直接的体験とは,例えば　身の周りの事物･事象を見たり触れたり,謁べたり,また教師

や友達と一緒に遊んだりといった学習活動である｡そういった活動の中には,直接に自分の

体を通してのかかわりが含まれており,精神発達の未分化な本校の子供たちにとっては,特

に教育的意味があると言える｡

子供たちは,体全体を動かすことは好きであり,体を精一杯動かすことによって,心自体

も活発に嘲き,子供たちは心ゆくまで活動に親しんだり,喜びや楽しさに満ちた表情で活動

に取り組んだりしている｡また,自分の体を動かしながら身の周りの人や物とかかわる中で･,

自分というものや他者の存在といったものに気付いていったりしている｡

さらに,直接的体験とともに,自分の気持ちや感じたこと,また考え等を表現することが

できるような場を設定することが大切になってくるのではないだろうか｡例えば,子供たち

は,自分の気持ちや考え等を絵で表現したり,劇の中で動作や言葉で表現したりする中で･,

持てる力を精一杯発揮しており,そういった活動を通して喜び,満足感を得ることができる

と考える｡

○子供にとって最小限必要な,知識,技能,態度を身に付けるような内容,方法を考慮し 

ていく○ 

わたしたちは,先に子供の欲求,興味･関心に基づいた内容や方法を考慮することが大切

であると述べたが,それに加えて子供が活動を進めていく過程の中で身に付けた知識,技能

態度といったものが',自我関与を促す上において影響を及ぼしていると考える｡

わたしたちは,そのことを宿泊学習等でカレーライス作りに取り組んでいる子供の姿から

考えてみたい｡子供たちは,カレーライス作りは好きで,とても楽しみにしている｡

ただカレーライスを作ってみたいという気持ちはあっても,カレーライスの作り方を知ら

なかったり(知識)包丁を使っての材料の切り方等がうまくできなかったり(技能) ,どん
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なことに気を付ければよいのか分からなかったり(態度)すると,当然カレーライス作りは

スムーズに展開しないし子供たちに喜び,楽しさを十分に味わわせることはできないであろ

う｡

しかし,子供たちは,カレーライス作りに何回か取り組む中で,カレーライスはこのよう

に作ればいいんだ,このように材料を切ればうまくいくんだ,作るときには,こういったこ

とに気を付ければいいんだといったことが分かるようになる｡そして,そのことが子供の自

信になり,また作ってみようとか,この次にはもっとおいしいカレーライスを作ろうといっ

たように,カレーライス作りへの意欲を高めているし作り終えた後の成就感,満足感をさら

に促しているのである｡

また,様々な知識,技能,態度を身に付けていく中で　周りの友達へ, ｢このように材料

を切ればいいよ｣ ｢このことに気を付ければいいよ｣とカレーライス作りに関することを教

えるなt､.自分の周りの人を意識したかかわりが促されてくる面があると考える｡

〇人とのかかわり合いが図れる(お互いのことが分かり合えるようなかかわり合い)よう 

な内容や方法を考慮していくとともに,身振り,ことばといったコミュニケーション能力 

の向上が図れるように考慮していく｡ 

子供たちは,人として誕生して以来,母親,友達など様々な人とかかわってきている｡そ

の中で　様々なことを憲識してきていると言えるが,ここでは,お互いのことが分かり合え

るようなかかわり合い,またコミュニケーション能力の向上が自己の意識化を促すことに影

響していることを述べていきたい｡

まず,お互いのことが分かり合えるようなかかわり合いについてであるが,例えば,わた

したちは,子供を二人組に分け,ある子供に他の子供の世話をさせたり,また集団で活動す

る際にも,リーダー的な子供を決め他の子供たちの世話をさせたりすることがある｡こうし

た活動を通して,子供は,他の子供たちが十分に活動できないところを助けてあげたり,ま

た分からないことを教えてあげたりするなt'',他の子供たち-の優しさ,思いやりに満ちた

かかわり方を身に付けている｡

また,それと共に,お互いの役割を交替させながら,よりお互いのことを分かり合えるよ

うにすることが大切であると考える｡すなわち世話

をする子供が世話をされる側に立つことによって,

世話をされる子供の気持ち,思いを感じることがで

きるとともに,自分を見つめ直すことにもなり,そ

○
世話をする-世話をされる

世話をされる-世話をする

図4

のことが相手の子供へのかかわり方をより良い方向に変えていくなど自己の意識化を促して

いくことにつながっていくと考える｡

次に,わたしたちは,身振り,ことばといったコミュケ-ション能力の向上を図ることが

大切であると考える｡ここでは,ことばでのやりとりの憲味について考えながら,コミュニ

ケーション能力の向上を図ることが自己の意識化に影響を友ぼすことを述べていきたい｡こ

とばでのやりとりの過程においては,お互いに話したり闘いたりといったことが自分と相手

との間で交わされており,一般的にはそういったやりとりを通して,相手の気持ち,考え等

を知るなど自分-の気付きを促す面がある｡

ただ,それとともに,ことばでのやりとり毒見ていく上において,相手に向けて話したこ

とばは,相手に伝わるとともに,自分の耳にも入ってくる｡言い換えるならば　自分が話し

たことばは,自分の外へ向けてだけでなく,自分の内へ向けられる面があり,そのことが自

己の憲識化を促す上において意味があると考える｡
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例えば,わたしたちは,自分が相手に話した瞬間に, ｢これはしまった｣と思い,すぐに

言い方を変えることがある｡

これは,わたしたちが,自分で話したことばを同時に聞いており,その瞬間に自分自身の

中でそのことについて省みるとともに,自分のかかわり方を適切に
コントロールしていることを示すものと言える｡

このように,ことばでのやりとりの様子を見ると,自分のことへ

の気付きを促し,ひいては対他者-のかかわりをより良い方向-向

かわせていく面がある｡そういった意味では,一人一人に応じて,

コミュニケーション能力の向上を図ることが大切になってくると考

える｡

以上,教育課程の編成の留意点について述べてきたが,最後に,

自我関与,自己の意識化を促すためには,子供たちとともにかかわ

り合っている教師の在り方が重要な影響を及ぼしてくることを付け　　　　図5

加えておきたい｡例えば　子供が苦しんでいるときには,その苦しみを共にできる教師であり

たいし,なぜ苦しんでいるのか感じ合える教師でありたいものである｡そして,その子供が苦

しみを乗り越えたときには,一緒になって喜びや感動を分かち合える教師でありたいものであ

る｡そういった, ｢かかわり合いの豊かな教師｣の姿,すなわち子供との共感的理解に基づ5,

適切な援助関係を持てる教師であれば,子供の自我関与,自己の憲識化をより促し,子供との

かかわり合いをさらに豊かにしていくものと考える｡

なお,以上示した教育課程を編成するに当たって留意すべき内容,方法は,お互いに関連

し合っている面があり,かかわり合いの豊かな子供を育てていくためには,お互いの内容,

方法を総合的に見ていく必要畦があると考える｡

(2)指導内容の選択･組織

指導内容を選択･組織するに当たってit,学習指導要領解説書に示されている各教科の具

体的内容等を参考としながら考えていかなければならない｡また,指導内容の選択に当たっ

ては子供の心身の障害や状態及び発達段階や特性並びに地域の学校の実態を考慮していかな

ければならない｡そこで,わたしたちは,発達段階を自我の発達段階,特性等を欲求,興味･

関心という観点から深く掘り下げることにした｡そして,指導内容の選択に当たってば　子

供の欲求体系や発達段階,興味･関心に即した内容を検討していった｡

まず,自我の発達段階を5段階に分け,それぞれの段階における,欲求,興味･関心を文

献を参考に拾い出し,それぞれの段階における,子供の欲求,興味･関心等を明らかにして

いった｡自我の発達段階を5段階に分けるに当たってば　伊藤隆二　田川元康(1966)の｢精

神衰弱弓児の自我に関する臨床心理学的研究｣における｢Ego Process｣を参考にした｡

次に, ｢かかわり合い｣という研究の視点から,かかわりの広がりを｢自分自身に関する

こと｣ ｢身の周りの人や物に関すること｣ ｢集団でのかかわりに関すること｣ ｢社会とのか

かわりに関すること｣の4つに分けるとともに,自我の発達,欲求,興味･関心から考えら

れる活動や内容を選択していった｡ (表6)

なお,小学部ではI一皿段階,申学部ではⅢ～Ⅳ段階,高等部ではⅣ-Ⅴ段階の内容を中

心にとらえていくことにした｡また,かかわりの広がりから,小学部では｢自分白身に関す

ること｣や｢身の周りの人や物とのかかわりに関すること｣を中心に置き,中学部では, ｢集

団でのかかわりに関すること｣を中心としながらも, ｢身の周りの人や物とのかかわりに関

すること｣の内容も考慮していく｡高等部においては, ｢集団でのかかわりに関すること｣

｢社会とのかかわりに関すること｣を中心に置き,小学部,中学郡,高等部の12年間の一貫教

育の立場で指導内容を検討していった｡
この裏6 ｢自我,欲求,興味･関心の発達から考えられる主な活動･内容｣を基に,学部

教育目標や具体目標との関連を図るとともに,学習指導要領解説書に示されている具体的内

容等を参考にしながら各学部の主な指導内容としてまとめたものが, ｢主な指導内容一覧表｣

である｡ (表7)
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表6　自我･欲求･興味･関心の発達から考えられる主な活動･内容

自我の 成勲過程 冰(耳曵w雕��興味_.関心 倡�ﾝx+8.ｨ.乖�:�>�vR�

個人色酒 �i.ｸﾛ�りｧxﾕｩ�hｨ��倆�樢��hｨ��

自分自身に関すること ��x,ﾈ�.�,ﾉ�ﾈ.)Z�,h.�*�*�.ﾘ.��,亊h+x.�+�,b�薬園でのかかわりに関すること 倆�檍,h,ﾈ*�*�.ﾘ.�,亊h+x.�+�,b�

I幾本的欲求が 故く.個人の動き に強烈に赦蟹を与 えている段階 唳�瓜�/�ｸ�-�.�,�,x,ﾉ�iyﾙ4冽雕�*ｨﾎ����Y�y�ﾈｫId�ﾘｪ�,ﾉ�ﾉ+r�･感銘.知銘.連動への興味 唳�iyﾙ4冽雕�/���ｸ+x.�.h*H,葵��:竕�hｨ�8ｨ5�8�,ﾉ��襌9鋳�XｫHｾﾉ:�4�>�vR�郁ｹl��*駘�,�,x,亢��ｩ:ﾘ*ｸ*�*��･身近なおとなとゐ信頼関係を蔚 てるようTJ活動 �� 

･動静欲求に基づいた,怒本的な信頼感を求める〇 ･欲求阻止に伴う栖経的爆発が強烈 唳�xｽ�,��ﾂ�*�,h,ｘ-h,ﾈｻｹj��る内容など) ･鮪緒の安定を図るような活動 

Ⅱ社会的自我の 発庇への内的衝動 唸*�.x+�/�:�*�+X+ﾘ*(,h*(*Iw雕��X韋-ﾘ,ﾈ�G8,�.h.弍I'�ｫF��･からだを動かすことへの興味 唸*�.x+��9�ﾈ/�]h,(,H,ﾈｨ�:��･教師や友運と一緒に遊べるよう �� 

の駒井が認められ る段階 唸齷zY�ｸ,ﾈﾆ��ﾂ�Y�y]8齷zx,ﾈ梔�h*b�･国分の身のまわりのこと(食軌治脱等)へ 售#2馮ｹ4�,��hｨ咽ｸｼ�/��x,儻H*�.��

･身近な人への依存 �,ﾈｻｹj��Y�x,ﾈ�.�,ﾈ*�,h,�.(��ｹ�-h,ﾈｻｹj��よつな内谷 �,�>�vR�X�.�,ﾉ�ﾈ,i�9�ﾘ.(ｴ9�(+�/�ｺHｫB�,X*ｸ.�.h*H,�>�vR�

Ⅲ自分と他者を 区別し祉A的承 唳?｢ﾉ�り鼈,�,x/�諄,�,Hｾ��ﾉ4�,椿t兒�/�F8環�･水.土.砂など身近な由然物や玩具への喫味 ��･身近な自然との触れ合いを蒲め 一章"窓 唸�&8,ﾉ(h,R靉ﾘ*(,ﾈ+�,b右ﾉ|ﾒ�.)�ｹС�/�Dh-�x*h.�.h*H,葵�:��X齷u(,�y[yWx,ﾉ(h,R�9ｹ4�,頴��ｨH.(8ｸ�ｸ8ｸ/�ｭﾈ/�+險�:�� 

J 忍を求め,集団生 活への参加を求め 唸齪ﾌ�(i�94�,為9:��･生活(衣.食.住)への興味 凾驍謔ﾁ3.内谷 ･手指の運動.創作性を引き出す ような内容 

る段階 唳Kﾘﾕ(,ﾈ*�.x.ﾘ.｢�YUﾈ�ｸｴ�Eﾈ,ﾈ梔�h*h,h齷u(,蔚ﾈﾋｲ�Y�ﾉ�ﾈ,ﾉ<�*R��ｸｦ�.)Eﾉ|ﾒ�,ﾉF8簡,h�^ﾒ�･冨紫への興味 勍書架を使った自己表現への憩欲 を喚起するような内容 

･身近な人への自我同一化 唳�ｩ�ﾈ+x.�+�,h-h,ﾈｻｹj��唸齷u(,雨ﾙ�ｨ/��h*�+X,I5x､ｨ,X*ｲ�.�.h*H,�>�vR�
･役割の忠誠化とその模倣 ･内的なルールや約兼 ･仙人から承認されたいという欲求の穂六 ･欲求が満足される範囲内での年下の子供の世話 唸��ｹ�:�ﾘ,Yuh-H+�,h-h,ﾉv�)ﾘ*ﾘ+(,�+�uh-���宙�)���ｸ,儻�/�+駑况2韭冰(,����炅韈�ｹ�Y;�,ﾈｨ�:粳gｹZ�,��r�~r隲I:�/�.H+8-H.�.h*H,葵�:竰�

Ⅳ自己中心性か ら脱却し社会的承 唳��,ﾉ]ｸ鰓�X�&8-h,ﾈ����w雕��･粗大な遊びへの嫌味 唸ﾉ)4���h,亊h+x.�>�vR�･粗大な肋さを必要とするような 唸ﾅxｨ�:�.(勾o���:�,h*(,�+ﾘ剪�,X,ﾉo�ｨH胸�H/��8-�.�.h*H,�>�vR�･働くことに関する基礎的内容 

課を求める心が強 唸��檠4�(��ﾘ,ﾉY�ﾛ�*b�･身近な遊具や道具への興味 剴燉e 
く.自己客観祝が 唳ey�淫ﾈ*ｩO�M�-ﾘ.��･薬園活動への興味 勍桝けな地異や糀具の取り扱い 唳ti$):�ﾘ*ｩ�x.ｨﾘx*"�*囲ﾘ*(,ﾂ�+�,h*ｩZｨ*�.畏x*h.�.h*H,葵�:��Y(位�.(5�8ｨ8ｸ,ﾈ*�.冰h-����YD驃駝8傾,X,ﾈｨ�:��R霽��x�8楮ﾋ闍驗�<云b�馥��鑄4ｨ/�/ｨ-�.�.h*H,�>�vR�
算出.みてくる段階 唸8ｨ�ｸ5��ｸ5h6(7h.(7H4委ｸ4�ﾘ5h6(7h,ﾈ皐･�*b��X齪ﾌ延韭iw�$僞ｲ�Y�ﾈｦ�4����ﾉt侏ﾘ,ﾈ跖-ﾈ.��X齷�ﾈ,ﾉNHｧ(,ﾈ皐�*b�Xﾉ(-h,ﾈ梔�h*b�X*�,h,�-h,ﾉ�靱)�2�X詹6�*(,ﾈﾆX�峇�･媒団による遊びや.薬園対抗のスポーツ遊び ･ルールのある遊び ･対人関係への興味 ･家挺(耶rl)生活への興味 ･仕坤をするこきへの輿味 勍物的への主体的なかかわりを促 すような内容 ･衆挺内の役割活動(手伝い) ･衆睦生活Iこ必要な知識技能を身 ‥に畠鱗撥鮮翻, 

･自己顕示欲雄大 ･公正という惑残の井蛙え ･留的蛾の芽生え ･初夢的な社会の(i-組みの聴解 唸齪ﾌ蔚ﾈﾋｸ.)�ﾘ葎,亊h+x.仆ｹj��U�ﾚ頷br笘,�.�,ﾈ-h,ﾈｻｹj��Y&ﾙ�ﾒ襍ｩEﾈ/�;�.�+�,h-h,ﾈｻｹj��Y�xｽ�,委i7ﾘ郢&ｸ.(ｴ�ｭh,ﾉy駅�-h,ﾈｻｹj��劒Y&闔h��檍,h,ﾈ*�*�.ﾘ.�*ｩ�ﾘ.ｨ.��.h*H,ﾙ>�vR�

Ⅴ自己客観観が 擁立し,自己実現 論難鱒離 唸ﾉ(ﾔ�,ﾈ査鰓�5(986x8ﾘ�ｸ8ｲ�Y*y�ﾙ�2ﾉmｨ���8,ﾈⅸ徂.�｢�Y(xｭI���H,ﾉ9�-ﾈ.ｉ}ｨ��Bﾈｺi+)�鎚ｺ9���8,�,r��:悲灘錦織 定齷Zｩ?ｨ�,ﾈﾜ�*ｹ_ｸ/�ﾖﾈ*h.�>�vR�･触会規剛畦織を背てる内容 唳�ﾙ�ｹ�阨�ﾉVる��5ｨ/��V刔�>�x琇�ｩ:(,H,ﾂ�･地域社会とのかかわりが藷めら れる内容 

:離籍論訴懲姦綴.a,｡lE粁輸細心) ･リーダーシップの発達 ･反抗期の出現 ･正袋感の芽生え 售�ｪ員竟�檍-h,ﾈｻｹj��ｨ���h槓ｽh,ﾈ梺�稲��ﾉuﾘ恍��劒Y:ﾘ*ﾘ+�,h,亊h+x.�>�vR�掩iw粳|Xｵr��X��檠4傴9Dh*ｩ;�.x.ｨ.ｸ.h*H,�>�����X��檍,ﾉ(h,X惠+ﾘ+x-x*ｸ齪ﾌ�,ﾉo��ｨH/�(��ﾒﾞｩ�.h耳��ﾉ���

･自己の主体的価値判駒こ毯づく逝継の穿LJiえ ･自分の将来の也活への慧誠化 唳;�;��&ﾈ-h,ﾈｻｹj��蔭ﾈ襭�*(+ﾘ.ﾘ.り.H+x.畏x*"��剴�H,X*�.�,*�>�kﾒ�X��檍,ﾈ覈�x-ﾘ.(�x駅ﾘ+�ｭh+x.��>�vR�



小学部 �(hｧy4��高等部 

1.幾本的な生活習慣に必要な知 ���hｨ�,ﾈｮ馮ｹ:鞐ﾈ,儺ｹwh,�>�vR�①生活の基本動作に必要な内容 ���hｨ�,ﾉyYgｹ:鞐ﾈ,儺ｹwh,�>�vR�

裁.技能.顆更を高めるような内容 唸笹Y�,ﾉwy$R�･謡脱,排せつ.食蒔 唸笹Y�,ﾉ(Y$X.)�騫ﾒ霽�,h/��

(自分自身に関する内容) 唳�浦C｢�整理.軽とん等 唳����7ﾘ6��ｲ�
･排せつ 勍トイレの使い方 

�ﾉ(ﾔ�.(���8,亊h+x.�>�vR�Y�ﾉ|ﾘ,8*ﾘ.��②健康や安全に関する内容 ･生理の処理性に関する~と ��N冩(.(���8,亊h+x.�>�vR�Y�ｸ,ﾈﾇy;�,亊h+x.苓,b�

ﾈ,ﾈ葺ﾈ宙*H*ｨ*"韶��H*"��･身の清潔,病気,けが,病院の ���ぼ2�亜h轌;�ﾉ&ｨ�,ﾉ}韃ｸﾈｸﾚR��
窪みがき.唖に関することなど) 凉駅��･体力,気力づくり 
･安全な登下絞 唸笹Y�,ﾈﾇｨ�ﾂ�･健闘 
･遊具や用具の安全な使い方 勍交遍麦全 

･避難の仕方 �-.生活のリズム 

2身の周りの人や物とのかかわり ��uh-�4�,�>�vR�(Dいろいろな駒へ主体的(こかかわ 嫡H彿.ｹ�hｨ�,ﾈ�(ｨ(+�ｭh+x.�+�,b�

合いを促すような内容 `汽iニ ●4 読.ぺ_J､､ 蕪gi.,1､ ､_忠,i i.=iii写∴､ 一十五,｣十 唳/xﾈｹlｨ/�i�+ﾘ+x.h*H,�>�vR�ることができるような内容 唸型妻,���9�ｹV�.);仞�,ﾈ諍w��
･自由な自己表現ができるような 唳�y�ﾈ暮:�/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾙ>�vR�･簡単な調理 

内容 唸,(*ﾘ.乖�:�/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾙ>�vR�･買物の仕方 
･簡単な遊具を挺つたり作ったり するような内容 ②身近な人との対応に関する内容 ･あいさつ 唸齷�(,h,ﾈ鵰.ｨﾘx*(/��ｸ-�.�.h*B�,�>�vR�

谷 ･生の作品に唖れるような内容 ②家庭生活くこ必要な知識.技能,態 度を身に付けるような内容 ��彿.ｸ.(ｧxﾕｨ,ﾈｽ�x,h,ﾈ*�*�.ﾘ.�*��*(,亊h+x.�+�,b�

･動作やことばを便つての表現 ⑨身近な自然との触れ合いを深める 唳�xｽ�,旭ﾘｾ�;仞�,ﾈ諄*)_ｸ,亊b�･あいさつ,富強遇い 

する内容(掃除機,ー沈澱桟,チ イロン,のこぎりの使い方准 _ど) ･安全に関する内容(交通ルー ル.登下按に関することなど) ･あいさつ,応対に関する内容 ③家庭や学接の近隣とのかかわりを 唸ｽ�x,ﾈ郢�ﾘ,ﾉy駅�,亊h+x.�+�,b�t杏ﾈ��.(齷�(,h,ﾈｪﾈ.ｨﾘx*(,亊h+x.��

ような内容 儘ﾈ+�.�.h*H,�>�vR�こと 

齷�)Z�/�諄,(,H,ﾈｨ�:��･近隣の施設の利用を促すような 唳�h,ﾈﾞﾉV�,h,ﾉ&�.ｨﾘx*"�内容(商店や公園,郵便局など 唳uﾘ恫,ﾉy駅��

④本物に触れるような内容(生の渡 英,人形劇など) �,ﾉy駅�,亊h+x.�>�vR��･創造性を誌う活動 

3染田でのかかわり合いを促すよ ��ｬ���,頴�ｨH/�玖+ﾘ+x.h*H,�>�vR�くり役割親裁を詰めるような内容 ��o�ｨH�8�,ﾈﾏﾈ�8,亊h+x.�+�,b�
うな幡 宙*ｸ-ﾈ.りﾅx,ﾈ覈(ｨ詹6�*(,�,r��･教室での係活動や行櫛での係に 関する内容 唸ｧxｸ�,ﾈﾅx.(ﾗ9��,X,ﾈﾅr�

*�*�.ﾘ.�/��8+x.h*H,��･共同的活動を取り入れた内容 ②自己表現力を高めるような内容 ��齪ﾌ蔚ﾈﾋｸ,ﾈﾏﾈ�8,亊h+x.�+�,b�

発表の内容を多く取り入れた内 唳JﾙUﾈｨ�:��

･巽年齢集団での活動 况R悪H+h+ﾘ+�,h/�､x,�*�*(+ﾘ.��･表現活動 
･交流学習 兌h,�+X+ﾘ.に:鞐ﾈ嶌+X+ﾘ.掩(+R�
･体全体を依っての活動 �+ﾘ.�+ﾘ.�+x.�+�,b��t)ti$):�ﾘ,ﾈ*�*�.ﾘ.畏x*(/��8+x.b�③友達同士のかかわり合いに関する 

うな内容 �+�,b�
･異年齢集団を取り入れた活動 唸�&8,Xﾗ8*H5�7ﾈ�ｸ68.)uh-��
･交流学習での活動 唸4�8�7Xｨ�:�.)�i6ｹ�8ﾖ�5�隗xﾕ｢�ﾗ8ﾚ8,�,sｨｻｹD驃頷y&8,�.h.���Xﾏ�zﾈｻ8屍�

4社会生活へのかかわり合いを促 ��ﾏhｺH郢�ﾒ靠�,ｨｴ�ｭh,ﾉy駅�,亊h+r�(D働く薗ひ,働く慧欲.態度等(こ関 ��ｼ驗ｨ,�*�*�.ﾘ.��ﾈﾋ�4乂x�,亊h+r�

すような内容 �.�>�vR�する内容 �.�+�,b�
･図番館動物園などの利用 唸覃顗,ﾉo�'ｹM8ﾚR�･鋤く憲龍や態度及び技能 ②実生活と結びついた公共施藷や交 
･交通機関への関心を高めたり, 唸覈{ﾈ,儺ｹwh,�;仞�.(ｮﾘｾ�,ﾈ竧.��

慶一､ i∴∴高さ _も握, ･'J 凉駅�,ﾈ覈_ｸ,亊h+x.傀竸�4�,�>�vR�扱いに関する内容 ･販売活動,陪金 

②家族の役割や近所の様子に関心を 唸��檍,ﾈ+X*ﾘ-ﾒ�t�ﾏhｺH郢�ﾒ阯ｸｨ�,ﾉy駅��
持つような内容 ③日常生活に必要な初歩的な言語や 唸ﾏ�,ｨ､ｩYX,ﾉy駅�,亊h+x.�>�vR�通関瓢こ関すること 

-博物聴,美術能の利用に関する 唸郢�ﾘ,ﾉﾙｹ��,ﾉyﾘ��鞍h麌.&傚9+｢�

内容 ･官公署の撥能の理解を深める内容 唸郢�ﾘ.(ﾏ�,ｩ���8,ﾈｨ駅��

③地域住民とのかかわりを放けるよ �)&闔h��檍,h,ﾈﾏ�zﾈ,亊h+x.�+�,b�
数証に関する内容 一日分の名前 �*H,�>�vR�･奉仕活動 

･学校行革への呼びかけに関する 内容 唳dｹn(ｨ�:��

･敗の取り扱い 唳Tﾈ覈4乖�:�/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾙ>�vR�t9?ｨ�ﾙ�hｨ�,儺ｹwh,依靜｢��IMX,亊b�(⑭謡.数虚に関すること 

する内容 唸ﾅｹ:ｩ9�-h,ﾈｴﾉ?ﾂ�

手記日吉己伝言 唸�9WH,X,ﾉ�陌��XﾉhﾗX,X,ﾉ�陌����2�･長さ,重さ 唸鳧ﾘ�,ﾆ末ﾈ�-ﾒ�YUﾈ,ﾈﾊ兩ｲ�

�粟��ｸ,ﾈ竧.�X*"��tH��檍,ﾈ+X*ﾘ-ﾘ.(�x�4�+�ｭh+x.�+��,r�X��檍,ﾈ擇��ﾘ��霹���Y�(､X,ﾈ�x怨��
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(3)指導の形態について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

わたしたちは, (2)で述べた考えの基,指導内容を選択･組織するとともに,次のような指

導の形態を位置付けた｡その際においでは,指導の形態を領域･教科を合わせた指導,領域

別の指導,教科別の指導に分けて作成していった｡

領域.教科を合わせた指導<感覚運動の指導,日常生活の指導,生活単元学習,作業学習,なかま> 

領域別の指導<特別活動(学級活動,児童生徒会活動,クラブ活動,学校行事)養護.訓練,道徳> 

教科別の指導<国語,算数.数学,音楽,図画工作.美術,体育.保健体育> 

なお,今回,教育課程を編成するに当たって, ｢なかま｣を領域･教科を合わせた指導と

して位置付けた｡主な理由は以下のとおりである｡

･本校においても,クラブ活動や委員会活動など異年齢による集団活動はある｡ただ,子供

たちが,学校外において地域の大人や子供とかかわっている様子は少ない｡また,子供たち

が将来,何らかの形で年齢,能力,性格等の違った人とかかわりを持つであろうことを踏ま

えるとき,異年齢による集団活動をより一層充実させる必要性があるのではないか｡

･巽年齢の集団活動を充実させることによって,上級生は下級生への思いやり,優しさとい

った心情や,リーダーシップを発揮するといった面からの気付きを促すことができる｡また

下級生にとっては,上級生が活動するのを真似たり,自分がするべきことを闘いたりする中

で　集団の中でどのように動けばよいかといったことに気付くなどI,お互いにかかわり合い

が促されていくのではないだろうか｡

以上のことを踏まえ, ｢なかま｣を設定したが,ねらい,活動内容等が領域･教科を含ん

だ広いものであることを考え｢領域･教科を合わせた指導｣の一つとして位置付けることに

した｡

(4)指導計画作成に向けて

ここでは,実際に各領域,教科ごとに指導計画を作成していくに当たって,具現化したこ

とを教育課程編戒の留憲点に沿って具体例を挙げながら述べることにする｡

ア　欲求,興味･関心に基づいた内容や方法

生活単元学習においては,先に述べた裳6の中にあるそれぞれの自我の成熟段階におけ

る欲求や,興味･関心の内容を,子供の生活上の課題や問題と関連付けながら検討し,学

習内容･活動を設定していった｡

例えば　小学部低学年においては,遊びの内容を指導計画に生かすために,次のような

指導内容を設定した｡

申学部,高等部においても同様に指導内容を選択･組織しながら,生活単元学習指導計

画を作成していった｡
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教科別の指導においては,各教科の目標等を踏まえながら･言語や数量,運動面などに関
する知識,技能,態度を身に付けさせていこうとするものである｡その際において,わたし
たちは,子供たちにただ反復,練習させながら今必要とされる知識,技能,態度等を身に付

けさせていくのでばなく,子供自ら興味･関心を持って主体的に取り組ませる中で,知識,

技能,態度等を獲得させていくことが大切であると考えた｡そして,身に付けた知識,技能,

態度等が,実際の生活場面の中で十分に生かしていけるような力となり得るようにしていか
なければならないと考える｡

　そのことを踏まえ,わたしたちは　子供たちが興味･関心を持って主体的に取り組んでい

けるような学習活動はどんなものか,また教科･教具の工夫など',どのような指導方法を考

えていけばよいかを探るとともに,それらを指導計画の中に生かしていくようにした｡

以下に示すのは,算数･数学において,減法の意味を教えるための学習活動及び留意点であ
る｡

算数･数学の指導計画より抜粋

とを踏お じostし､i �� 偃X,逢x�ｨ�:粳>�vR�剽ｯ意点 

l減法の意味を調べるo (I)具体物を用いた遊びの中で ｢へる｣ことや｢とる｣ことの意味を理解 劒Z(.�*�.x*ｨ*(,�*ﾘ,�,�+ﾘ,ｲﾈ*(+�,津)T8.�*(,�*ﾒ�

i t りする中 わり合い: 瞳含んi ることに; ヽ i 化したこi 劍+x.薬域8.ｒ�凾ﾈったね｣｢5匹が3匹になった｣などの状態の変化を 

0もぐらたたきゲームをする 騒,∠全室稲 ｢何匹いなくなった｣ 劔:�*ｲ溢�ﾝｸ,�.�*�.x/�v�+x,�,r�/�Kｨ.ﾘ+�,�*ｨ.yyﾘ��+2�+�.��ｲ�

イ直接的体験が得られるような内容,方法 

教科,領域ごとに,具体的な生活経験を通して,直接いろいろな人や物と触れ合うこと 
のできる場の充実を図っていくようにしたo例えば生活 劔単元学習においてit.身の周りの 

,学1 主 のような; 凸 ���(���ﾈ.)Z�,h,ﾈ*�*�.ﾘ.な��檍,h,ﾈ*�*�.ﾘ.�/��8+x+ﾘ-�,�+ﾉ�｢�劍､�,偬�ﾈ*�*(.ｸ*(.ｸﾊ�+ﾘ.り鵰.｢�
たり,調べたりするといった学習活動を設定した○まf:,特別活動においてば｢学校行事｣ 

｢クラブ活動｣等を通して,地域社会の人々とかかわる活動や自然との触れあいを重視した 

体験活動を設定したり,児童生徒の発想や日ごろ興味.関心を示していることを活動内容に 

取り入れていつたりした○外に出掛けての活動:生活尊元学習 

 ヽ ヽ J :′ 傅ﾈｧy��中学部 剏�剳� ��"�

･乗り物の見学 唸ﾏ�,ｨｴ�ｭh,ﾉy駅��唳}X､8�I��

･海に出掛け遊ぶ 唸ﾕｨ､�,X,ﾈ�I��唸ﾏhｺH郢�ﾘ,ﾉy駅��

･校外での宿泊など 唳^�.ｨ,ﾈ･�,ﾈﾊ乂x,�,r�唸郢�ﾙdｹn(,�,r�

ウ最小限必要な知識,技能,態度を身に付けるような内容,方法 
 ----i ��刳e教科,領域ごとに本校の子供たちにとつて,最小限必要な知識,技能,態度は何かを 

るとともに,それらを指導計画の中に生かしていった○教科別の指導においてQt,学習指 

要領解説書の具体的内容を墓に本校の児童生徒の実態と関連付けながら,発達の低い子供 

ら高い子供まで指導内容を細かく探るとともに,系統的に指導計画の中に入れ込んでいく 

うにしたoまた,日常生活の指導においてQt,今回｢生活の流れに沿って,実際的な状況 

適切に援助しようとする｣という指導の特質から,一日の学校生活の流れに沿った指導計 

を作成した｡ 
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その中?,衣服の着脱,手洗い,食詰など基本的な生活習損に関する内容,あいさつ,言

葉遣いなど集団生活をする上で必要な内容等を身に付けるために,どういった知識,技能,

態度が必要であるかを子供たちの一日の生活を振り返りながら各項目ごときめ細かに探りそ

れを指導計画の中に入れ込んでいった｡指導に当たっては,子供たちの発達段階を踏まえ個

別的,段階的な指導を進めていくようにした｡

日常生活の指導計画より抜粋

項目- 冦ｩUr�活動内容 

靴のはき替え 唸ｻ8踪,h耳�,估8/�yｨ*ｹ�h*b�(1)下履きを脱ぐ 
ることができる �4�ﾄ8/�岑.ｸ+X訷,Xﾄ8,ﾈ*�*�,h/�,(*�-踉�

･一人で靴を履き替えること �48ﾄ8,ﾈ*�*�,h/�,(*�-ﾈ*h+ﾘ訷/�ﾌY.な-ﾈ+ﾘ,ﾘ�9_ｸ,��ﾂ�

ができる ･正しく靴を履き替え,整理 して靴箱に入れることがで きるo �,�+x.h*H,悪H+h,X昆:�+8+�.�,i:��,鎚*�*�,h/�*�+R�

りに付けるような感じで移動させて靴を脱ぐo 
ウ同じようにしてもう一方の靴も脱ぐ. 

(2)上履きを出すo 

(3)下履きを靴箱に入れるo 

(4)上履きを履く○ 
ア腰を下ろして,靴を足元に置くo 
イ靴の口を手で持ち,足を入れるo 
ウ靴のかかとを手でつかみ引き上げるo 
エ同じようにしてもう一方の靴も履く. 

工　人とのかかわり合いが図れるような内容,方法

今回の教育課程の編成に当たっては,先に述べたように｢なかま｣を設定した｡そして,

｢なかま｣での年間活動計画を掲載するとともに,その中での実践の様子を紹介しながら指

導計画を作成していった｡年間活動計画を立てる際には,右に示す

4つの活動に分け,年間を通して総合的,弾力的に取り殴っていく

ようにした｡

なお,グループを構成していくに当たっては,小学部から高等部

までの全児童生徒を学部間の児童生徒の数,男女比,教師の数等を

考慮していった｡

･親しむ活動(なかま作りなど)

･作る活動(玩具作り,調理なめ

･つくす活動(奉仕,美イ輸勢兆a

･触れ合う活動(地域の人との活

動など)

あるグループの年間活動計画より抜粋

月 店ﾈ��6月 度ﾈ��9月 免���12月 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��

宿 動 啝(,�*�-ﾊ2�,�,(*(,I�"�X4�8ｸ�ｸ7b�(筆なかま 肺,hﾏ�zﾂ�公務員 �,h,ﾈﾏ�zﾂ� 佰ik�蹴�との交流 �*噂ｨ.ｨ橙�

内 容 �,兒ｨ*�.ｨ,B�齪ﾌ���樞�X4�8ｸ�ｸ7b�kﾈ,ﾈﾈ�.����醗 偃郁h/�U��*(,H,ﾈ��樞� 傀�OR� 

坐 ��X+X-��親しむ触れ合う 剞Gれ合う親しむ 劔�x.ｨﾘx*I�X+X-����X+X-��

上に示すグループでは,自分のグループ内の人とのかかわりを促していきたい,そして,

それを基盤にしながらかかわる対象を広げたり,かかわり方も学んでいって欲しいといった

目標の基,他のグループ及び地域の人(公務員)との交流に向けて様々な準備をしたり,莱

際の交流会を行ったりするといった計画を立てた｡同様に,他のグループにおいても,人と

のかかわりを促すために様々な活動を取り入れるようにした｡
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また,特別活動では,交流教育の充実を図り,その中で近隣の小･中･高校生たちとの

活動を共にする機会を積極的に設け,児童生徒の経験を広め,好ましい人間関係を育てて

いくようにした｡それは,心身に障害のない児童生徒にとっても,理解を深めたり,仲間

識亨青々だり,..P誓生T-?撃や撃撃撃誓る良い苧会ではないかと考える｡指
導計画の中には交流教育や交流活動の実践例を掲載していった｡

(その他)

0　指導計画作成の途中で　グループ会,学部会,全体会を必要に応じて設定することにより,

内容の重なりを避けるとともに系統性を十分検討し,小学部,申学部,高等部の一貫陸を図

った｡

0　指導計画は　主として小学部低学年,中学年.高学年,申学部,高等部を対象として, 5

段階で作成してあるが,子供の発達の状態に応じてどの段階でも使用できるようにした｡

0　教科別の指導(国語,算数･数学)においてば　発達,能力差に応じて等質グループを作

り,その中で,個に応じた指導の充実を図っていくようにした｡

0　授業時数において,現場実習等で明らかに欠時となるものは算定しないようにした｡

○　学校週5日制に向け,指導内容等の精選等を図っていくようにした｡具体的には　学校行

事の精選,適時程の見直しなどを行っていった｡

(5)評価について

_ :2

わたしたちは, ｢かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成｣の評価の在り方を

次のように考え,進めていくことにした｡

ア　｢かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成｣の評価

学習指導要領解説によると,教育課程の評価とは,児童生徒の心身の障害の状態及び発

達段階や特性等並びに地域や学校の実態を考慮して編成,実施した教育課程が目標を効果

的に達成する働きをしているか,改善を図る必要があるかを適切に評価することであると

述べている｡評価の対象は,教育課程の編成から各教科,道徳,特別活動及び養護･訓練

における指導計画,精薄方法に及ぶものであり,評価を行うに当たっては次の観点等が重

要であると述べている｡

l学習指導要領をはじめとする法的基準の趣旨が十分に生かされているか 

2学校数育目標が成果を上げているか 

3児童生徒の実態と適合するようなものであるか 

4教職員や施設.設備等の諸条件と適合しているか 

5福祉施設,医韻機関との連係が図られているか 

わたしたちは,当然,評価をする際においては,この観点を踏まえていかなければならな

いが　教育課程の編或は,教育目標の達成を目指して行われるものであり,当然そのために

は,児童生徒の実態を考慮しなければならないことを考え, 2, 3の項目を中心に評価を行

うこととした｡

なお, ｢かかわり合いの豊かな子操を育てる教育課程の編成｣が児童生徒の実態と適合し

鳴� 鎚8ﾂﾒ� 合いに関する子供たちの発達,変容の過程を評価していくこと

考えた｡

課程の編成という立場から,指導計画が妥当であったかという

た｡そして,その両面からの評価がよりよい方向に向かうこと

ながっていくと考えることにした｡
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イ　評価の内容と方法

○　児童生徒一人一人のかかわり合いに関する実態を探る｡かかわり合いの豊かな子供を評

価する際の資料とする｡ (診断的評価)
･　日常生活場面におけるかかわり合いの様子を記述する｡

･　S-M社会生活能力検査,津守式乳幼児精神発達検査をする｡

○　毎時間における授業実践を通して,児童生徒のかかわり合いの様子,及び学習活動.指

導の手立て等がどうであったかを述べる｡ (形成的評価)

○　かかわり合いに関する子供の変容の姿を見ていく｡また,指導内容,方法等が妥当であ
ったかを評価する｡ (総括的評価)
･かかわり合いの豊かさの変容を記述する｡その際,発達検査結果(S-M,津守など)

も参考にする｡
･指導計画を基に,指導内容等が妥当であったかを記述する｡

ウ　評価の実際(かかわり合いの豊かさを述べるに当たって)

かかわり合いの豊かさの様子,変容の姿を述べていく際においては,わたしたちが先に

述べたように,自我関与,自己の意識化を促すことが',かかわり合いの豊かな子供につな

がっていくという仮説を踏まえ,自我関与,自己の憲識化の側面を考慮しながら記述して

いくようにする｡なお,述べていく際においては,自我関与の側面として,興味･関心を

持って取り組んでいたか,自分から主体的,積極的に取り組んでいたか,意欲的に活動し

ていたかといったことを踏まえる｡まだ　自己の意識化の側面として,自分のこと,他者

のことを意識しながらかかわっていたか,自分の欲求等を統制しながらかかわっていたか

などを踏まえることとする｡

これまで,かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成について,基本的な考え方,また指導計

画を作成するに当たって工夫してきたことなどを述べてきたが,ここではそれらのことを図に示すことに

する｡

図6　<研究の全体構造図>
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①　教育課程の編成を考えていくに当たっては,学校,学部教育目標,今回の学習指導要領の改

訂,子供の実態といったものを踏まえていることを示すものである｡

なお,矢印は,教育目標が今回の学習指導要領の改訂,子供の実態等を基に設定されたこ

とを示すものである｡

②　かかわり合いの豊かな子供を育てるといったことに目を向けるとき,自我関与,自己の意識

化を促すことが必要であることを示すものである｡

③　教育課程を編成していくに当たってii,自我関与,自己の意識化を促すといった視点を踏ま

え,教育課程編成の留意点を考えたこと,また留憲点を受け,指導内容の選択･組織,指導の

形態の決定,及び各領域･教科ごとに指導計画を作成していったことを示すものである｡

④　評価は各領域･教科等の指導計画の基,実践を進めながら行っていることを示すものであ

る｡具体的には,実践や指導計画がどうであったかを評価する｡そして,それを繰り返してい

くことT,子供の自我関与,自己の意識化を促しかかわり合いの変容や学習指導要領の改訂の

趣旨,学校,学部数育目標の達成につながっていくことを示すものである｡

7　教育課程の全体構造

(i)本校の教育課程の全体構造

領　　　域>

指導の形態>

領域･教科を合わせた指導として･本校でば上に示すような5つの指導の形態を考えて

いる｡そして子供の欲求.興味･関心,心身の発達段階に応じて,指導内容を設定しながら

指導を進める中で子供の人や物-のかかわり合いを豊かにしている｡

0　教科別の指導では,国語,算数･数学,音楽,図画工作･美術,体育･保健体育などの教

科独自のまとまりをもつ内容として組織し指導している｡その中で　領域･教科を合わせた

指導の偏りを補正し,学習の過程に系統性を与えながら指導を進めている｡

･小学部では, 3年生により算数を導入している｡また, 3年生以上の国語,算数は,中･

高学年を合わせて習熟度別に指導を行っている｡
中学部では　国語,数学は習熟度別による指導を行う｡運動の生活化　体力向上を目指

し,帯び時間の｢運動の時間｣を設ける｡

･高等部では,国語,数学は習熟度別による指導を行う｡

0　領域別の指導では,特別活動,養護･訓練の指導を行っている｡

0　道徳は,全教育活動の中で配慮しなから指導を進めている｡
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(2)学蔀(学年)別教科等配当時数

教科 剽ﾌ域.教科を合わせた指導 劔仆8怏¥ｨ,ﾈ轌;��ｲ�劔特別 活動 佗b�

学等 剴叝岦ｶ活 ��hｨ�%�ﾋ2�作業学習 �,�*�-ﾂ�感覚連動 俛�ﾎ｢�簸撃 �乂��図画工作 ��ﾈ屍�

那 凾ﾌ指導 乂x��凾ﾌ指導 劔美術 兢ｸﾊ��ﾈ屍�

小 翠 部 ���)D��6 唐� ���2 �"� �"�2 �2� �#b�

3.4年 澱�8 ��i �"�2 �"�2 �"�3 ��28 

5.6年 澱�8 ��I �"�2 �"�2 �"�3 �"�30 

申学部 � ����7 ��� �"�2 �"�2 釘�2 �3"�

高等部 � 途�12 ��� �"�2 �"�2 �"�2 �3"�

(3)学校行事及び学蔀関係の行事

4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��9月 免�r�11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 

学 校 行 垂 ��iD8��跖ﾝ一��小連動全 通安全教室 唳�i&b�8ﾈ揵[���b�終発式 餓会 俶鞏一���y�ﾉ�ｩ.��凶科検診 習 ��ｹ>��ｦ����ｧy{xﾗ2�終発式 歯科検竣 俤一���ﾉ>｢�立窓式 習発表会 俤一��{俾��

入学式 ��ｹ>��ｮ��-習 �+�+��9�ﾉ��b�健瞭診断 ��8ﾗ8橙�(小5,6年) 俶ﾉj�4��怦ﾉ��b�昂!. �,#ｩ?���菲n&�,"�三つ. お別れ遠足 

身体測定 眼科検診 内科検診 番の一日' 仲良し作業 辻靄��b��霹�､�伊��b��8ｧy{xﾗ2���ﾂ靼)9兀B�ｧYD竰�行会(高) 剔蜍t動会 仲良し作薬 忠�ﾂﾈﾘ"��秋の一日" (申.高等部) 附黍まつり 誘電感想 発養会 刮� 剞¥良し作菜 

子供会 水あそぴ大会 海へいこう 偖ﾈﾍﾉn咤� �� ��iD韈�街橙�節分子供全 図蕊館へ行こ ラ 佩r�′｣､ 学 部 剌謔阨ｨ学習 スケッチ大会 �*(.���*b�>��I��凾｢もはり 校外宿泊 �,ﾉnﾈ�(,ﾂ�ｬ���ｧxﾝXﾊ乂r�もちつき大会 クリスマス 子供会 劍-�8�-ﾈ,(.��綿橙�*噂ｨ.ｨ橙�

申 学 部 ��闘謁の利 �>��I��校外宿泊 �� 丶ﾈ���>�����恐れの街の 見学 もちつき大全 クリスマス会 兌x*ｲ�ﾘ���-��R� �*噂ｨ.ｨ橙�

用 スケッチ大会 

高 等 那 冦�>ﾈﾊ乂r�醜見学 スケッチ大会 校内実習 �(����臨海宿泊 �� 侏ｸ�ｨ����ﾕｩ>�����忘年会 �>X､ｨ*ｲ�7ｸ4X8ｨ984���X橙�ﾏhｺH郢�ﾘ,ﾂ�y駅��施設訪問 �*噂ｨ.ｨｸXｵ｢��X橙�*噂ｨ.ｨ橙�

(4)児童生徒生患時程

平　　　日

8:40-　8:50

8:55-　9:05

9: 10-　9:50

9:55-10:35

10:45-ll :25

ll :30-12: 10

12: 10-13: 15

13:25-13:40

13:45-14:25

14:30-15: 10

15 : 10～15:35

15:35

8:40-8:50 乂yYI*���

8:50ノー9:00 �*�,ﾈ橙�

9:00-9:40 ��ﾕｨ鰾�

9:45-10:25 �(ﾕｨ鰾�

10:40-ll:20 �8ﾕｨ鰾�

ll:20-ll:40 俔��ｴ�.�,ﾈ橙�

ll:40 �ｨﾕ｢�

ただし,水曜日の午後 

13:15-13:40更衣.帰りの会 

13:40下校 

港会
　
の
　
校
　
校
校
校

動

　

会

　

疇

　

時

　

時

　

暗

　

み

　

業

　

時

　

時

　

会

　

校



小学部　2組(中学年)

局 ���水i木 凩��土 

I �?｢�ﾛ��感覚運動の指導 劍,��*��-ﾂ�

日常生活の指導 

2 偬H+2�f��国 ��ﾈ屍�国 俚��ﾖ��ｧr��r�ｧr�f��

∴ 佩｢�傚2�

3 ��ﾒ�枌�ﾔ��ﾞﾂ�生活単元学習 凾謔ｱ ∈ヨ 楽 (行動) 

4 劔体 育 �?ｩ�b�

5 �?ｩ�b�

局 ��懌�水 冦��金 �7��

1 冉��ﾛ��感覚運動の指導 劔な め ま 

日常生活の指導 

2 �7丿R�?｢����国 宝五 PP ��ﾈ屍��r��B�坐 宿 望 刀: 学 習 

3 ��ﾒ�枌�ﾔ��ﾞﾂ�生活単元学習 劍.h,b�����ｧ��畏y:��

4 劔��ﾂ�屍�日生 

5 �4��弊 �?ｩ�b�国 乖逢r�フ ナ 佝�� 佩｢�動綬 

6 �?ｩ�b�剴﨎ｶ 

局 ���水 冦��令 �7��

1 ��:�,ﾈ鳧ｭB�劔���b�ﾋ8ｨ��紘 か ま 

生活単元学習 
2 劔俥ﾂ�x��坐 港 単 7七 学 

3 俥ﾂ�敬 俥ﾂ� 

楽 仍2�莱 刳w 做ｲ�

4 乂r���普 .楽 乂r���国 語 做ｲ� 

o 乖�4��8��ﾘX7b�体保 育健 ��美 術 佝��ｧr�

6 俛������活挙 動級 劔7�,b�ﾈ8��ｧ��

局 ���水 冦��金 �7��

1 �?｢�ﾛ��感覚運動の指導 劔な か ま 

日常生酒の指導 

2 �.h+��f��ｧ��逢xｸ鋳�回 遊 oIコ ��ﾈ屍�俯��ﾆ��坐 活 学 ブ一二 学 習 

3 ��ﾒ�枌�ﾔ��ﾞﾂ�生活単元学習 劍�ﾘ+��ﾈ蓼爾�ｧ��畏y:��

4 劔俟��屍�日生 

5 �?ｩ�b�寡 敬 �?ｩ�b�国 語 �?ｩ�b�

6 剴﨎ｶ 剴﨎ｶ 

高　等　部

局 ���水 冦��令 �7��

1 ��hｨ�%�ﾋ8ｧx��劔痩 め ま 

2 ��国 子五 佝��ｧr�国 三重 佝��ｧr�作 莱 学 習 

3 �7�,b�H��｢�ｼb�作 儖ﾂ�よこ 【ヨ 楽 俥ﾂ�

4 ��ﾉ]ｲ�支ﾉ"�薬 学 ����体保 育雄 凅��ｧr� 

5 ��4��醜8���7b���作 業 ′竺!. -lr 習 

エ= 做ｲ�剌K 

6 俟�'B�+･"�
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8　各学部の実践研究

かかわり合いの豊かな子供を育てるためには,どういった指導方法がよいかを各学部ごとに

探るとともに,実践授業等を通してその妥当性を検証してきた｡平成2年度から3年度にかけ

ては生活単元学習を中心にしながら実践研究を進めてきた｡そして平成4年度から5年度にか

けては,生活単元学習の実践研究を通しての成果,課題等を踏まえ,各学部ごとに中心に研究

を進める指導の形態及び研究の視点を決め.指導方法の研究を更に深めていった｡

かかわり合いの対象については,小学部においては教師と子供,中学部においては対教師に

併せて対子供,高等部においてはそれらを含めた集団といったように各学部間に系統性を持た

せることにした｡各学部の研究の視点等は以下のとおりである｡

小学部 ��ﾈｧyYB�高等部 

かかわる対象 仆8踪,h��ｹ��対教師に併せて子供 (ここまでは,1対1の関係を中心に) 仆8踪,h��ｹ�/�ｭﾈ-�+ﾘ�&2�

研究の視点 仆8踪,ﾈ*�*�.ﾘ.雲ｲ�テーマの設定,構造化 物 活動相手 乂x�ｨ�:�,ﾉ�ﾙ.��
教材.教具の提示の在り方 刹ｳ師のかかわり方 

中心となる指導 の形態 ��hｨ�%�ﾋ8ｧx��教科別の指導(数学) 俥ﾈｼhｧx��

実践研究を進めていくに当たっては,自我関与,自己の意識化を促すことの重要性,学部数

育目標,子供たちの実態等を踏まえた上で,実践研究の視点を決めるとともに,視点に沿って

研究内容を明らかにしていった｡そして,実践授業を通して授業の分析,考察等を行い,指導

方法の在り方を検討していった｡また指導法の研究を通して得た成果等は,可能な限り指導計

画の中にも生かしていくようにした｡

実践研究の視点 研究内容 研究方法 実践授業 分析･考察

各学部での実践研究の進め方

*　各学部のおおまかな研究内容は次のとおりである｡

小学部一教師対子供を中心としたかかわり合いを豊かにするために,授業が子供一教材･教具一教

師の三要素で構成されていることから,教師のかかわり方と教材･教具の提示の在り方に視

点を当て,指導方法の検討を生活単元学習の実践を通して行った｡教師のかかわり方につい

ては,インリアルを基礎理論とし,反応的なかかわり方の深化及び提案的なかかわり方の明

確化が図れるように研究,実践を進めた｡まだ　教材･教具の提示の在り方については,千

供が教師や教材･教具-豊かにかかわっていけるようにするために,教材･教具の提示の在

り方を考える際の具体的な留意点を探っていくようにした｡
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中学郡一前年度の生活単元学習の研究の成果等を生かしながら. ｢テーマのよりよい共有を図る｣

という前回と同じ視点で教科別の指導(数学)の実践研究に取り組んでいった｡テーマのよ

りよい共有を図るために教科別の指導(数学)におけるテーマの設定･構造化,物の設定,

活動相手及び教師のかかわり方はどうあればよいかについて探ってきた｡そうすることで

生徒のテーマへの適度な自我関与が高まり,よりよく共有でき,自己の意識化も深まると考

えた｡

高等部一集団において状況に応じた行動は役割意識の高まりから形成されるという成果を基に,作

業学習の実践で更に深く探っていくことにした｡その際に,役割のとらえ方や集団の変容を

探ることで一つの方向性とし,研究の視点を学習活動の設定と教師のかかわり方として進め

ていった｡作業学習で85,集団の目標に対して成員の持つ役割(作業上の役割と対人関係上

の役割)を高めるためにも,集団の状態や生徒一人一人の役割意識に応じた学習活動の設定

や教師のかかわり方が,自我関与や自己の意識化を促しかかわり合いを豊かにするという仮

説を立て実践授業で検証していった｡
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